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「
論
文
の
読
み
方
」か
ら
始
め
る

卒
業
論
文
の
作
り
方

社
会
学
で
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
総

合
科
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
地
域

総
合
演
習
Ⅰ
、
Ⅱ
。

地
域
総
合
演
習
Ⅰ
は
3
年
生
、
Ⅱ
は

4
年
生
が
履
修
し
ま
す
。

渡
邉
先
生
の
専
門
が
福
祉
や
医
療
に

関
す
る
社
会
学
な
の
で
、
ま
ず
は
福
祉

や
医
療
に
関
す
る
社
会
学
の
論
文
を
読

み
、
専
門
的
な
文
章
が
ど
う
い
う
も
の

か
、
読
み
方
、
書
き
方
に
慣
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

3
年
生
後
期
に
な
る
と
学
生
自
身
が

選
択
し
た
テ
ー
マ
に
添
っ
て
専
門
的
な

論
文
精
読
へ
と
進
む
の
で
す
が
、
各
自

が
選
択
し
た
テ
ー
マ
を
見
せ
て
も
ら
う

と
全
員
バ
ラ
バ
ラ
！ 

「
社
会
学
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
民

族
社
会
学
や
地
域
社
会
学
な
ど
に
分
か

れ
る
の
で
す
が
、
渡
邉
ゼ
ミ
は
「
社
会

学
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由
」
と
い
う

の
が
特
長
で
す
。

テ
ー
マ
は
違
っ
て
も

全
員
一
緒
に
成
長
す
る

授
業
は
事
前
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト

に
沿
っ
て
一
人
ず
つ
、
発
表
し
ま
す
。

取
材
日
は
3
年
生
の
山
田
朝
未
さ
ん
が

松
田
茂
樹
著
『
少
子
化
対
策
に
お
け
る

家
族
社
会
学
の
貢
献
と
今
後
の
課
題
』

を
読
み
、
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援

に
関
す
る
疑
問
や
問
題
点
に
つ
い
て
発

表
し
て
い
ま
し
た
。

発
表
が
終
わ
る
と
、
論
文
に
登
場
し

た
用
語
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

「
テ
ー
マ
は
違
っ
て
も
社
会
学
と
い

う
点
で
は
あ
る
程
度
共
通
点
は
あ
る
の

で
す
が
、
専
門
用
語
や
耳
馴
染
み
の
な

い
言
葉
も
出
て
き
ま
す
。
他
の
学

生
か
ら
の
質
問
を
受
け
て
、
発
表

者
が
説
明
す
る
の
で
す
が
、
自
分

の
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
で
、
卒

論
で
も
そ
の
言
葉
を
使
え
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
渡
邉

先
生
。

他
の
人
の
研
究
に
も
関
心
を
持

ち
、
能
動
的
に
授
業
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
1
人
1
回
以
上
質
問
す
る
こ
と
を

徹
底
し
て
い
る
の
で
す
が
、
1
回
と
言

わ
ず
、た
く
さ
ん
の
意
見
が
飛
び
交
い
、

活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
興
味
か
ら

社
会
の〝
今
〞が
見
え
て
く
る

少
子
化
や
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ

る
と
い
う
山
田
さ
ん
は
、「
も
と
も
と

子
供
が
好
き
で
、
今
、
問
題
に
な
っ
て

い
る
少
子
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。将
来
、

福
祉
や
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
仕
事
に

就
き
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し

た
い
」と
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
そ
う
。

こ
の
日
の
発
表
は
山
田
さ
ん
だ
け
で

し
た
が
、
他
の
ゼ
ミ
生
が
ど
ん
な
テ
ー

マ
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
紹
介
し
ま

す
。  

※
以
下
敬
称
略   

取
材
日
は
1
名
欠
席

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
供
給
さ
れ
る

無
償
の
労
働
に
つ
い
て

（
4
年 

武
田 

彩
花
）

自
主
的
に
ア
ー
ト
に
関
わ
る
こ
と

で
、
芸
術
的
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
る

と
い
う
論
文
を
も
と
に
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
「
活
動
を
通
じ
て
ア
ー
ト
に
興
味
を

も
っ
た
か
」
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
芸
術
祭
開
催
の
意
義
や
ア
ー
ト

の
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
お
け
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
識

（
4
年 

冨
田 

み
あ
り
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
解
決
の

糸
口
は
学
校
に
あ
る
と
考
え
、
5
年

前
、
徳
島
県
に
も
導
入
さ
れ
た
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
着
目
。
心

理
相
談
業
務
も
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
ど
の
程
度
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
の
協
力

を
得
て
調
査
中
。

障
害
の
な
い
社
会 

図
書
館
に
お
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
4
年 

田
窪 

莉
子
）

歩
行
が
困
難
な
人
は
車
椅
子
を
使
う

こ
と
で
移
動
が
可
能
に
な
る
が
、
目
が

見
え
な
い
人
の
た
め
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
車
椅
子
の
障
害
に
な
る
な
ど
、
障
害

の
あ
る
人
の
た
め
の
設
備
や
道
具
が
ぶ

つ
か
り
あ
う
状
況
を
改
善
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

取
り
組
む
図
書
館
に
取
材
し
、検
討
中
。

認
知
症
介
護
、
家
族
介
護

（
3
年 

舘
野 

真
衣
）

認
知
症
介
護
な
ど
に
関
わ
る
家
族
会

に
つ
い
て
も
調
べ
、
介
護
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
準
備
中
。
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ン
ス
チ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
3
年 

原 

優
香
）

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
配
慮
は
徐
々
に
広
ま
っ
て
き
て
い

る
が
、
性
に
関
し
て
悩
む
子
ど
も
は

少
な
く
な
い
。
養
護
教
諭
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
連
携
等
に
よ
り
、

L
G
B
T
Q
の
子
ど
も
達
が
過
ご
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
を
考
え
る
。

聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
手
話

（
3
年 

佐
藤 

結
香
）

手
話
が
得
意
な
友
人
と
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
、
聾
者
が
使
う
日
本
手
話

は
聴
者
が
使
う
日
本
語
と
イ
コ
ー
ル
で

は
な
い
と
知
り
、
聾
者
と
聴
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
生
じ
る
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
違
い
に
着
目
。
双
方
の
快
適
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

S
N
S
が
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
。

L
G
B
T
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の

居
場
所

（
3
年 

梁
木 

登
代
）

渋
谷
区
で
は
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
が
あ
っ
た
り
、
新
宿
2
丁
目
は

L
G
B
T
Q
タ
ウ
ン
と
し
て
の
認
知

度
も
高
い
が
、
都
会
と
地
方
で
は
格
差

が
あ
る
。
地
方
に
住
む
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
か
、
同
性
婚
に

つ
い
て
も
調
査
し
た
い
。

4
年
生
に
な
る
と
関
係
各
所
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も

実
施
。
社
会
学
と
人
類
学
系
教
員
5
人

が
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
5
月
と
11
月

に
は
合
同
の
「
卒
論
中
間
発
表
会
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
ま
さ
に
進
行
し
て
い
る
社
会
問

題
を
自
身
の
興
味
や
関
心
か
ら
独
自
の

視
点
で
捉
え
、
研
究
に
取
り
組
む
学
生

た
ち
。
コ
ツ
コ
ツ
論
文
を
読
む
時
間
も

楽
し
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

社
会
学
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由

学
生
の
着
眼
点
を
い
か
し
、社
会
問
題
を
ト
コ
ト
ン
追
求
す
る

総
合
科
学
部 

准
教
授  

渡
邉 

克
典 （
わ
た
な
べ 

か
つ
の
り
）

アンケート調査用の資料。昨年度は難病について調査するため、600部も発送したそう。2020年４月に着任した渡邉先生。これまでの卒業論文も一つとして同じテーマがないので、「同じテーマはダメですか？」と訊くと、
「その時は前の人より面白くしてもらったらOKです（笑）」。･･･ハードルが上がるようです。

取材日当日、発表を
行った山田さん。少
子化の原因は子育
て支援の不足と考
えていたそうですが、
今回の論文を通して
支援策の偏りにも気
付いたそうです。


